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２０２０年度会計決算 
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２０２０年度決算概要 

１．補助金申請 

経常的な福祉ホームの補助金と、昨年度と同様に GH ぽけっとのグループホーム体制強化支援事業補助金の

他、新型コロナウィルス感染症対策に関連した下記3件の補助金を申請した。 

（１）東京都新型コロナウィルス感染症緊急包括支援事業 

①障害福祉サービス施設・事業所等に勤務する職員に対する慰労金の支給事業 

148名（各自5万円）へ支給、振込手数料込み 約750万円 

※代理受領のため補助金収益の計上なし

②障害福祉サービス施設・事業所等における感染対策徹底支援事業 約130万円 

網戸設置、消毒液、マスク等衛生用品や扇風機、テレビ等物品購入 

（２）東京都就労継続支援事業所生産活動活性化支援事業 50万円 

障害者福祉センター就労継続支援事業で、Тシャツ等布に印刷できるプリンターやミシン、機織り機等購入、備

品は法人資産に計上 

２．設備資金借入金完済 

あじさいホーム建設時の設備資金借入金は、東京厚生信用組合約4,600万円、福祉医療機構約3,600万円、

開設 20年目の今年度に全額返済した。福祉医療機構の利息総額 500万円は東京都福祉保健財団より補助を

受け、元金 8,200万円返済と東京厚生信用組合利息総額 1,600万円支払いの財源は新宿区障害者団体連絡

協議会より総額約4,100万円の寄付を充当した。昨年度までは入居者の家賃収入も一部返済に充当していたが、

今年度は全額寄付金で賄うことができた。 

３．消費税免税 

平成28年度決算で、課税売上の合計額が消費税納付義務が生じる1,000万円を超えたため、平成30年度

より２期連続で消費税を納税していた。しかし、平成 30 年度以降喫茶コーナーの営業日縮小により課税売上は

1,000万円を下回り令和２年度は免税になった。これに伴い、就労支援事業では納税相当額（昨年度は約 14万

円）を利用者工賃へ回すことができるようになり、今後も免税は継続すると見込まれる。 

４．事業運営と収支状況 

①コロナ感染症の影響 

コロナ感染症対策により、通所施設では事業の休止が 7～8 月まで続き、GH 入居者も自宅待機や外出制限、

衛生管理の徹底等日常生活は激変した。 

収益に影響が大きかったのはあゆみの家とルクールで、あゆみの家では利用者が通所を控えたり、土曜ケアが

休止になったことで 1,000万円、ルクールでは移動支援、居宅介護事業の利用自粛により合わせて 440万円の

収入見込み額に届かなかった。費用では、指定管理事業のイベントの中止、プログラムや開催方法の制限により事

業費の未執行（障害者センター1,000 万円、あゆみの家 400 万円）が目立ち、障害者センターでは、昨年度

1,400 万円だった返還金が人件費と事務事業費で 2,200 万円になった。就労支援事業でも喫茶コーナーの休
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止、イベントの中止により売上は前年度比190万円減額になり、工賃総額は前年度比約64％に止まった。 

資金収支計算書のとおり収入の予算差異が大きかった反面、事業活動計算書で前年度対比を見ると障害福祉

サービス等事業収益は前年度比 250 万円増額で、ぽけっとの訓練等給付費は 520 万円増額（自宅に帰宅した

入居者は従来請求できなかったが、GH に滞在しているものとして請求の対象になったため。）した。ぽけっとだけ

でなく、障害者福祉センター就労継続支援事業でも通所自の方に対する在宅就労支援を工夫したことで収益の

減額を抑えた。また、コロナ感染症に関連する収益ではないが、新規で請求した特定処遇改善加算は 540 万円

（法人全体）になった。処遇改善加算は対象者に全額支給するため当期活動増減差額の増額にはならないが、期

末手当総額は前年度のほぼ2倍になり、支給対象者も増え、コロナ禍で奮闘した職員の待遇改善につながってい

る。 

②指定管理事業のインセンティブ 

令和２年度は、インセンティブを活用した地域交流イベントを予定していたが、コロナ禍で中止となった一方で、

前年度と同様に職員の待遇改善、人材育成コンサルティング経費に充当し、その他にあゆみの家では、重度重複

障害の利用者の活動の幅を幅を広げられるよう小型視線入力装置や意思伝達装置用ソフト等 ICT 機器購入、ネ

ット環境整備等に約 140万円、障害者センターでは iPad購入等で約 40万円支出している。今年度のインセン

ティブ（収入見込み超過額の半額）は、障害者センターのみ約 110 万円で、指定管理事業の当期末支払資金残

高は合計1,300万円となった。 

今年度、法人全体のサービス活動収益は前年度並みで約8億4,000万円である。 

収支の状況は、資金収支計算書当期資金収支差額約－290万円、当期末支払資金残高約 1億 4,600万円、

事業活動計算書当期活動増減差額約－670万円、次期繰越活動増減差額は約 1億 1,400万円となった。純資

産は約1,300万円減額し、約４億4,600万円である。 

法人本部とホーム系及び介護派遣事業では、ぽけっと、ルクールの収益によって、本部、福祉ホームの赤字を補

填することで収支のバランスをとる形になっており、今年度もルクールから本部へ約 200 万円、ひまわりホームへ

500 万円繰り入れている。前述のとおり今年度はぽけっとの収益が増えた他、指定管理事業の本部経費（障害者

センターとあゆみの家からの本部への繰入金）が算定根拠の変更により増額し、法人事業の赤字は昨年度よりも

軽減した。職員の欠員、修繕の有無等単年度の状況に大きく影響を受ける点は変わらないが、来年度、あじさいホ

ームとひまわりホームがひとつの拠点として統合されることで、財務改善の見直しにつなげていきたい。 

５．社会福祉充実残額 

社会福祉充実残額の算定では、年間事業活動支出が約8億3,500万円（控除対象計算では必要な運転資金

として、そのうち3ヶ月分約2億800万円）で、活用可能な財産を上回り、社会福祉充実計画策定には至らない。 

以上 
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